
　

次
の
方
々
が
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
を

称
え
ら
れ
、叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
平
成
23
年
春
の
叙
勲

■
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章

白
井
孝こ

う
い
ち市
（
元
田
原
市
長
／
地
方
自
治
功

労
／
田
原
町
）

　

平
成
７
年
４
月
田
原
町
長
に
就
任
。
市

制
施
行
後
は
平
成
19
年
４
月
ま
で
初
代
田

原
市
長
と
し
て
市
政
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
15
年
、
17
年
と
２
度
の
合
併
を

実
現
さ
せ
、
渥
美
半
島
が
一
体
と
な
っ
た

現
在
の
田
原
市
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
ま

た
、
臨
海
工
業
地
帯
の
振
興
に
多
大
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
守も

り
お雄
（
全
日
本
漬
物
協
同
組
合
連
合

会
副
会
長
／
食
料
品
加
工
業
振
興
功
労
／

高
木
町
）

　

漬
物
製
造
会
社
を
経
営
し
、
新
た
な
漬

物
の
製
造
方
法
を
開
発
す
る
な
ど
、
漬
物

消
費
拡
大
に
努
め
、
地
域
産
業
の
活
性
化

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

■
第
16
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

尾
原
賢け

ん
い
ち
ろ
う

一
郎
（
元
県
警
部
／
警
察
功
労
／

神
戸
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
公
共
の
秩
序
の
維
持

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
原
市
で
は
、
大
規
模
な
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
、市
内
の
指
定
医
療
救
護
所
で
、

医
師
と
共
に
医
療
救
護
活
動
に
従
事
す
る

『
看
護
師
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
登
録
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
資
格
が
あ
り
、
災
害
時
に
活

動
で
き
る
方　

▼
活
動
内
容
＝
①
外
科

的
負
傷
者
の
応
急
処
置
②
ト
リ
ア
ー
ジ

の
実
施
③
診
療
の
介
助
な
ど　

▼
登
録

方
法
＝
健
康
課
・
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン

ド
に
あ
る
登

録
確
認
票
に

必
要
事
項
を

記
入
の
う
え

直
接
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　

心
肺
蘇
生
法
と
Ａエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
を
学
ぶ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
９
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

正
午　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
（
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）　

▼
定
員
＝
20
名

（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
９
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・

職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
修
了
証
を

講
習
修
了
者
に
交
付

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33
局
０
１
１
９　

32
局
２
４
７
９

　

atsum
ib@
city.tahara.aichi.jp

叙
勲

普
通
救
命
講
習
会
　
受
講
者

災
害
時
看
護
師
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

知ってる !?設楽ダムツアー
～水について考えよう～ 　参加者募集！
　設楽ダム建設に伴う水没予定地を実際に見学し、
上流域の状況や、水の大切さなどについて学びます。
　また、姉妹都市・設楽町についてもご紹介します。

▶対象＝市内在住・在勤・在学の18歳以上の方
▶日時＝9月23日㊎・㊗
　午前8時～午後5時
▶場所＝設楽ダム建設予定 
   地ほか
▶集合＝市役所北玄関前
▶定員＝30名（先着順）
▶内容＝設楽ダム講義、
 　五平餅づくり体験など
▶参加料＝体験材料費として５００円
▶申し込み＝ 9 月 16 日㊎までに、電話または
　ＦＡＸ・Ｅメールにて（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は、
住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記）

▶政策推進課
　☎23局3507　　23局 0669
       seisaku@city.tahara.aichi.jp

日帰り

平成23年8月1日 　  　　　　　　　　│ 10 │


